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【
中
野
・
配
管
・
周
佐
博
通
信

員
】
私
の
行
き
つ
け
「
や
き
と
り

居
酒
屋
・
鳥
正
」
は
、
昭
和
39
年

に
弥
生
町
に
開
店
し
た
老
舗
。
半

世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が

れ
て
き
た
秘
伝
の
タ
レ
で
、
一
本

ず
つ
丁
寧
に
焼
き
上
げ
る
焼
き
鳥

が
自
慢
で
す
。
奥
座
敷
に
は
大
人

が
30
人
ほ
ど
入
れ
る
ほ
か
、
4
人

掛
け
の
テ
ー
ブ
ル
席
が
3
つ
、
カ

ウ
ン
タ
ー
は
7
席
ほ
ど
。

一
番
人
気
は
、
や
っ
ぱ
り
焼
き

鳥
。
そ
れ
を
脅
か
す
ナ
ン
バ
ー
2

が
「
と
り
皮
煮
込
み
」
。
一
度
食

べ
た
ら
や
み
つ
き
に
。
コ
ラ
ー
ゲ

ン
た
っ
ぷ
り
で
、
歯
が
悪
い
人
で

も
大
丈
夫
。
お
い
し
く
飲
め
ま
す

よ
。
ナ
ン
バ
ー
3
は
、
定
番
の
か

ら
揚
げ
。
外

は
カ
リ
ッ

と
、
中
は
ジ

ュ
ー
シ
ー

で
、
と
に
か

く
旨
い
。
他

に
も
、
元
祖

チ
ー
ズ
揚
げ

や
ア
ボ
カ
ド

さ
さ
み
、
と

り
わ
さ
、
自

家
製
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
が
自

慢
の
新
鮮
サ

ラ
ダ
…
。
書

い
て
い
る
だ
け
で
よ
だ
れ
が
出
ま

す
わ
。

ド
リ
ン
ク
は
日
本
酒
、
焼
酎
、

ワ
イ
ン
、
カ
ク
テ
ル
な
ど
、
豊
富

に
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
私
ヒ
ロ

シ
の
お
ス
ス
メ
は
、
サ
ー
バ
ー
で

作
る
強
炭
酸
ハ
イ
ボ
ー
ル
。
飲
ん

だ
瞬
間
、気
泡
が
鼻
腔
を
刺
激
し
、

口
の
中
で
踊
り
出
す
。
最
高
の
の

ど
ご
し
で
す
。
こ
れ
に
、
ひ
れ
酒

が
あ
れ
ば
万
全
で
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
の
提
示

で
、
お
会
計
が
5
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
。

運
悪
く
（
？
）
私
に
会
え
た
ら
、

ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
日

付
が
変
わ
る
ま
で
お
付
き
合
い
致

し
ま
す
よ
。
え
え
、
割
り
勘
で
す

け
ど
、
何
か
（
笑
）
。

【
メ
ニ
ュ
ー
】

ビ
ー
ル
（
大
瓶
）

7
0
0
円

日
本
酒
（
2
合
）

7
0
0
円

ハ
イ
ボ
ー
ル

4
5
0
円

焼
き
鳥
各
種
（
1
本
）
1
3
0
円

と
り
皮
煮
込
み

4
8
0
円

唐
揚
げ

7
0
0
円

営
業
時
間

17
時
半
〜
24
時

定
休
日

月
曜
日

中
野
区
弥
生
町
1
―
42
―
6

☎
3
3
7
2
―
6
5
1
1

「見かけたら声をかけて」と
いう筆者 （653）

昭
和
16
年
12
月
8
日
、
日
本
軍

は
米
軍
の
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
基
地
を

奇
襲
攻
撃
し
、
米
・
英
を
相
手
に

宣
戦
布
告
。
私
が
、
ま
だ
板
橋
第

一
国
民
小
学
校
1
年
生
、
6
歳
の

時
の
こ
と
で
し
た
。

小
2
の
時
、
同
級
生
の
父
親
は

出
征
し
た
南
方
方
面
の
戦
い
で
、

わ
ず
か
32
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。
お
葬
式
に
は
軍
服
を
着

た
人
が
大
勢
参
列
し
て
い
ま
し

た
。
私
も
子
供
心
に
、
同
級
生
を

は
じ
め
遺
族
の
人
達
の
悲
し
み
流

す
涙
を
見
て
、
同
じ
よ
う
に
涙
を

流
し
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、身
近

な
方
の
死
に
直
面
し
戦
争
が
恐
ろ

し
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

「
こ
の
戦
争
は
勝
て
る
」
と
軍

人
は
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
18
年

頃
か
ら
戦
況
は
厳
し
く
な
り
ま
し

た
。翌
年
7
月
7
日
、サ
イ
パ
ン
島

の
守
備
隊
が
玉
砕
し
た
こ
と
を
学

校
で
先
生
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

サ
イ
パ
ン
島
が
陥
落
す
る
と
、
集

団
学
童
疎
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。

当
時
は
食
べ
物
も
少
な
く
、
私

は
千
葉
県
の
親
戚
の
家
へ
。
小
学

校
は
遠
く
通
え
ず
、
親
戚
の
家
の

主
人
も
出
征
し
て
い
て
母
親
と
3

歳
の
女
の
子
だ
け
な
の
で
私
は
毎

日
、子
守
を
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

12
月
に
な
る
と
母
親
が
迎
え
に

来
て
、
板
橋
の
自
宅
に
帰
り
寺
子

屋
で
勉
強
を
再
開
。
し
か
し
20
年

4
月
10
日
、
Ｂ
29
に
よ
る
爆
撃
を

受
け
、
町
は
焼
野
原
に
。
幸
い
に

も
逃
げ
て
助
か
る
こ
と
は
で
き
ま

し
た
が
、
8
月
15
日
に
、
天
皇
陛

下
は
玉
音
放
送
で
、
日
本
の
降
伏

に
よ
る
終
戦
を
伝
え
ま
し
た
。

今
年
で
終
戦
か
ら
73
年
に
な
り

ま
す
が
、
今
が
平
和
な
の
は
平
和

憲
法
の
9
条
が
あ
る
か
ら
で
す
。

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
平
和
の
尊
さ

を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
孫
子
の
代
ま
で
、
平
和
で

あ
り
続
け
る
よ
う
願
い
ま
す
。

（
荒
川
）

と
び

小
野
澤
富
彦

洗
礼

自
由
民
権
運
動
に
接
し
、
五

日
市
憲
法
を
起
草
し
た
千
葉
卓

三
郎
は
、
五
日
市
の
地
で
教
師

と
な
る
ま
で
に
、
各
地
を
放
浪

し
、
儒
学
、
医
学
、
語
学
、
浄

土
真
宗
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い
っ

た
学
問
や
宗
教
を
学
ん
だ
。

ハ
リ
ス
ト
ス
教
の
熱
心
な
伝

道
者
に
な
っ
た
千
葉
は
神
と
仏

に
不
敬
を
働
い
た
罪
で
投
獄
さ

れ
る
。
獄
中
で
も
布
教
活
動
を

行
な
い
、
窃
盗
犯
の
囚
人
に
出

獄
し
た
ら
洗
礼
を
受
け
る
よ
う

に
と
勧
め
た
が
、
こ
の
囚
人
に

突
然
死
刑
宣
告
が
下
り
、
千
葉

は
自
ら
洗
礼
を
授
け
た
。

3
年
前
の
新
幹
線
で
の
焼
身
自

殺
事
件
を
受
け
て
、
Ｊ
Ｒ
各
社
で

は
車
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
増
設
な
ど

の
対
策
を
講
じ
た
が
、6
月
9
日
、

新
幹
線
車
内
で
殺
傷
事
件
が
発
生

し
た
。
事
件
後
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
社

長
が
手
荷
物
検
査
は
困
難
だ
と
話

し
て
い
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
に
犯
罪

抑
止
力
が
な
く
、
手
荷
物
検
査
も

実
施
さ
れ
な
い
と
な
る
と
、
不
安

で
新
幹
線
に
乗
れ
な
い
と
感
じ
た

人
も
い
た
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
今
回
の
犯
人
が
「
社

会
を
恨
ん
で
い
る
」
と
言
っ
て
い

る
よ
う
に
、
通
り
魔
的
な
事
件
の

背
景
に
殺
伐
と
し
た
人
間
関
係
や

社
会
の
重
苦
し
さ
が
あ
る
。
生
き

づ
ら
い
世
の
中
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
一
番
の
犯
罪
抑
止
に
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

【
本
部
・
高
倉
一
歩
記
】
こ

の
と
こ
ろ
財
務
省
に
よ
る
文
書

改
ざ
ん
、
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
日

報
隠
ぺ
い
問
題
、
神
戸
製
鋼
の

デ
ー
タ
改
ざ
ん
問
題
な
ど
、
不

都
合
な
こ
と
を
隠
す
事
件
が
相

次
い
で
い
る
。
そ
ん
な
な
か
、

映
画
も
公
開
中
の
、
三
菱
自
動

車
の
リ
コ
ー
ル
隠
し
事
件
を
題

材
に
し
た
、
「
空
飛

ぶ
タ
イ
ヤ
」
を
紹
介

し
た
い
。

2
0
0
2
年
1
月

10
日
に
、
重
機
を
運

ぶ
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー

か
ら
走
行
中
に
タ
イ

ヤ
が
は
ず
れ
て
転
が

り
、
歩
い
て
い
た
主

婦
に
ぶ
つ
か
り
、
死

亡
し
た
。
ト
レ
ー
ラ

ー
の
タ
イ
ヤ
ハ
ブ
の

破
損
が
原
因
だ
。
三

菱
自
動
車
製
の
大
型

車
の
ハ
ブ
破
損
事
故

は
1
9
9
2
年
以
降

に
計
57
件
発
生
し
、

う
ち
51
件
で
車
輪
が
脱
落
。
三

菱
自
動
車
は
一
貫
し
て
ユ
ー
ザ

ー
側
の
整
備
不
良
と
し
た
が
、

2
0
0
4
年
3
月
、
製
造
者
責

任
を
認
め
て
国
土
交
通
省
に
リ

コ
ー
ル
を
届
け
出
た
。

さ
ら
に
関
係
者
が
道
路
運
送

車
両
法
違
反
（
虚
偽
報
告
）
、

業
務
上
過
失
致
死
傷
容
疑
で
逮

捕
さ
れ
、
法
人
と
し
て
の
三
菱

自
動
車
も
道
路
運
送
車
両
法
違

反
（
虚
偽
報
告
）
容
疑
で
刑
事

告
発
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

内
容
は
死
亡
事
故

を
起
こ
し
た
運
送
会

社
の
社
長
が
整
備
不

良
の
汚
名
を
着
せ
ら

れ
、
記
者
か
ら
の
情

報
を
き
っ
か
け
に
疑

義
を
抱
き
、
真
実
を

求
め
て
調
査
を
す
す

め
る
。
自
動
車
メ
ー

カ
ー
、
銀
行
、
警
察

な
ど
組
織
の
論
理
に

よ
る
妨
害
を
受
け
な

が
ら
も
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
に
証
拠
を

探
し
、
最
後
に
は
大

ど
ん
で
ん
返
し
と
い

う
勧
善
懲
悪
の
ザ
・

池
井
戸
ス
ト
ー
リ
ー
。

人
の
命
に
か
か
わ
る
問
題
を

組
織
の
論
理
で
隠
ぺ
い
す
る
と

い
う
行
為
に
憤
り
を
覚
え
な
が

ら
も
、
自
分
自
身
組
織
に
在
籍

し
て
い
る
の
で
、
同
じ
状
況
に

陥
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
行
動

す
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
さ
せ
ら

れ
る
作
品
だ
っ
た
。（
実
業
之
日

本
社
文
庫
・
1
0
8
0
円
税
込
）

中野新橋駅
徒歩８分

やきとり
居 酒 屋
やきとり
居 酒 屋

鳥
正
鳥
正

同
級
生
の
父
の
死
に

秘伝のタレが自慢
刺激、強炭酸ハイボール

小
２
で
戦
争
の
怖
さ
知
る

改ざん・隠ぺいに物申す社会派小説

池井戸 潤空飛ぶタイヤ空飛ぶタイヤ

チ
ョ
ッ
ト
一
服（
９６９
）


